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１．１．１．１．背景および背景および背景および背景および目的目的目的目的        

スリランカでは近年経済発展に伴い活発な社会資本整備が行われており，潟湖環境が激変しつつある

(Priyadarshana et al. 2007)．コッガラ潟湖はスリランカ全体で計 43 存在する沿岸潟湖の 1 つであり，南部

主要都市のゴールから約 10km 東に位置する．本潟湖では河口砂州の除去や突堤建設によって沿岸漂砂動態の

変化が近年生じ，潟口が常時開口するようになった．その結果，潟湖塩分が上昇し，淡水性の種が多かった潟

湖内の動植物の多くが確認できなくなった．同時に流域水田の塩化や潟湖での漁獲量の減少が生じ，潟湖の生

態系だけでなく自然資源に依存した地域経済に深刻な影響を与えている(Priyadarshana et al. 2007)． 

沿岸潟湖の生態系を特徴付ける重要な 2 要素として，水質としての塩分濃度と生態系基盤の植生としてのマ

ングローブ群落が挙げられる．一般的にマングローブ植物は塩分濃度の環境勾配に応じて空間分布する．潟口

部人為的改変は分布変化を引き起こす事が想定される．しかしながら，これまでに塩分濃度変化とマングロー

ブ群落の潟湖周辺の分布変化を関連づけた例は見当たらない．本研究は，潟口改変前後のコッガラ潟湖を対象

として，潟湖の縦断的な塩分濃度とマングローブの分布変化を明らかにする事を目的とする． 

 

２．調査方法２．調査方法２．調査方法２．調査方法        

2.1.対象潟湖の概要 

コッガラ潟湖の流域面積は約 55 km2 であり，このうち約 15% を潟湖が占めている．潟湖の水深は，1.0 か

ら 3.7 m であり，淡水は潟湖北西部の 4 つの小河川から流入する(図-1)．潟湖の南東に位置する Pol-oya は

唯一の流出河川であり，約 300 m の水路を通じてインド洋と接続する．本潟湖における人為的圧力は，潟口

部の砂州除去（1992 年）に加え，その後生じた国道橋の橋脚部の侵食抑制のための潟口外部での突堤建設（1997

年および 2005 年）である(Priyadarshana et al., 2007)．潟湖の詳細は詳細は，既報(古里ら 2013)を参照さ

れたい． 

2.1.塩分濃度 

対象潟湖における塩分濃度は，潟口開口前は既存データから，開口後については現地調査を実施して評価し

た．開口前の塩分濃度データは Silva(1996)による 1981 年から 1982 年にかけての調査結果唯一存在するのみ

であり，このデータを本論文では用いた．なお，本調査における詳細な調査地点は不明であったことから，潟

湖内の縦断方向に均等な距離で実施されたものとして仮定して図 3 では示した．開口後については，複数の調

査結果の総説から引用して用いた(Priyadarshana et al., 2007)． 

2.2.マングローブ分布 

マングローブの潟湖周辺の分布は，2013 年の秋季に現地調査に基づき評価した．格子法／センサスプロッ

ト (10m×10m)により，マングローブ種の被覆状況を，任意に選択したラグーン周囲の調査地点で確認した．

計 40 地点で調査を行い，左岸側で 27，右岸側で 13 地点を設けて潟口から上流部までをカバーした．当該地

点のマングローブ種を同定し，潟湖周辺の分布状況を評価した． 
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３．調査結果３．調査結果３．調査結果３．調査結果        

図 2 に，コッガラ潟湖の塩分濃度の経年変化を，

潟口部の人為的改変時期と合わせて示す．なお，バ

ーは，当該年の季節および調査地点による変動幅を

示す．複数の調査結果を用いたために，年によって

は変動幅の情報が存在しないものもある．潟口改変

前は平均的な塩分濃度は 10ppt であり，最高でも

20ppt を上回る事は無かった．これが，砂丘除去およ

び突堤建設後は上昇し，2004 年には 20ppt以下の水

塊が観測されなくなっていることがわかる．次に図 3

に塩分濃度の空間を開口前後のそれぞれについて示

す．空間分布に着目すると，開口前は，潟湖内で塩

分濃度が上流側ほど低い傾向があるのに対して，開

口後は流入河川（W-1）を除くとほぼ全域で高い塩分

濃度となっている．したがって，開口前のコッガラ

潟湖は汽水から淡水レベルの塩分濃度に関する遷移

的な環境であったのに対して，開口後は潟湖全域が

海水に近いレベルとなっていることがわかる．これ

は，潟湖の植生に対して大きな影響を与える変化で

あると言える． 

3.2.マングローブ分布 

コッガラ潟湖周辺のマングローブ植物相を表 1 に

示す(Jayatissa et al, 2002) ．スリランカにおけるマ

ングローブ植物は，20 種が存在するが(Jayatissa et 

al, 2002) ，コッガラ潟湖周辺では 4科 7 種である．

(Chathuranga et al. 2013)は，現状の潟湖周辺のマ

ングローブ植物の分布状況を報告している．主たる

構成種は，オオバヒルギ(Rhizophora mucronata)と

ロッカクヒルギ(Bruguiera sexangula)，ベニヤマプ

シキ(Sonneratia caseolaris)である．これらは潟湖の

潟口エリアから流入河川水域まで，縦断的な分布を

していた．図 3 に示したとおり，コッガラ潟湖にお

ける塩分濃度は，潟口から流入河川までの縦断方向

の分布が確認される．したがって，潟湖および潟口

部の塩分濃度の環境勾配に応じて現在のマングロー

ブの広域分布が生じていると評価される．このこと

から，潟口での人為的改変前後におけるマングロー

ブ植物相の変化は，上記 3 種について検討するもの
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図 1 コッガラ潟湖および潟口 
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図 2 コッガラ潟湖の塩分濃度の経年変化 
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図 3 コッガラ潟湖の潟口開口前後の塩分濃度の縦

断分布 
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とした． 

図 4 に潟口改変前後の代表的マングローブ植物の分布

状況について，R. mucronata (図 4(a))，B. sexangula (図

4(b))および S. caseolaris (図 4(c))について示す．これ

ら３種は，潟口部の人為的影響前後で，それぞれ異な

った分布変化が確認された．R. mucronataは開口前は

潟口付近にその分布が限られていたが，現在は潟湖全

域に分布域が拡大した．B. sexangula は，潟湖の中流

から上流部に分布しており，大きな変化は無いが，わ

ずかに上流方向に向かい分布域が減少した．S. 

caseolarisは，開口前は潟湖全域に分布していたが，開

口後は上流側に分布域が減少した．R. mucronataは高

い塩分濃度，S. caseolaris は低い塩分濃度が生長に適

している(Jayatissa and Wickramasinghe 2006)．潟口

部における人為的改変の間接的な影響の一つとして，

マングローブ群落の大規模な分布変化が生じたと言え

る． 

 

４．考察４．考察４．考察４．考察        

潟湖塩分濃度は，開口後は潟湖全域で上昇しただ

けでなく(図 2)，その時間的変動幅も小さくなった(図

2)．したがって，潟口における砂州除去や突堤建設

は，潟湖を年間を通じて海水に近いレベルで安定し

た塩分濃度変化を生じさせたと考えられる．近年の

潟湖内の塩分濃度は，乾季と雨季とで異なった傾向

があることが報告されているが (Furusato et al. 

2012)，潟湖においては表層の塩分濃度はながれ方向

で顕著な差異は無い． 

マングローブの分布は様々な非生物的な要素が影

響する．この中でも塩分濃度は最も重要な影響要素

の一つである(Saenger, 2002)．Koggala 潟湖では，

近年 20 年において，塩分濃度の変化により，大規模

な群落分布変化が生じたと言える． 

図 2 に示すように，潟湖の塩分濃度は 1992 年以降

徐々に上昇した．現在の様に 20ppt を超過する高い

塩分濃度となったのは，突堤建設後の約 10 年程度で

あると推定考えられる．マングローブの分布がいつ

から生じたかは明らかではないが，10 年程度の時間

スケールでこの変化は生じた．群落変化は様々なプ

ロセスから生じるが，高い塩分濃度種である R. 

mucronata の拡大は胎生種子の分散が重要な役割を

果たす． Nitto ら(2013)は，数値解析によりマング

ローブ群落変化に及ぼす胎生種子の分散速度との関

係について検討している．マングローブ植物の成長

には様々な環境因子が影響を及ぼすが，成長のため

には胎生種子の輸送と定着が必要である．塩分濃度

変化に対するマングローブ群落の変化の応答性を評

価するためには，従来あまり着目されていなかった

胎生種子の輸送速度の評価が必要である ．

Furusato(2014)は，塩分濃度や成熟度に応じて胎生

 

表 1 コッガラ潟湖のマングローブ相(Jayatissa 

et al., 2002) 
Family /Genus Species 
Rhizophoraceae 
(ﾋﾙｷﾞ科) 

 

/Bruguiera(ｵﾋﾙｷﾞ属) Bruguiera gymnorrhiza  
オヒルギ 

 Bruguiera sexangula 
ロッカクヒルギ 

/Rhizophora (ﾔｴﾔﾏﾋﾙ
ｷﾞ属) 

Rhizophora apiculata 
フタバナヒルギ 

 Rhizophora mucronata  
ｵｵﾊﾞﾋﾙｷﾞ 

Sonneratiaceae(ﾊﾏｻﾞ
ｸﾛ科) 
/Sonneratia(ﾊ ﾏｻﾞｸﾛ

属) 

Sonneratia caseolaris 
ﾍﾞﾆﾔﾏﾌﾟｼｷ 

Sterculiaceae( ｱ ｵ ｷ ﾞ ﾘ
科) 
 / 

Heritiera littoralis  
ｻｷｼﾏｽｵｳﾉｷ 

Combretaceae 
(ｼｸﾝｼ科) 
 /ﾋﾙｷﾞﾓﾄﾞｷ属 

Lumnitzera racemosa  
ﾋﾙｷﾞﾓﾄﾞｷ 
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図 4 コッガラ潟湖の潟口開口前後の代表的マン

グローブ植物の分布変化 

 

Ⅱ-94 第42回土木学会関東支部技術研究発表会



 

種子の浮遊形態が異なること，直立浮遊と，水面付

近の水平浮遊状態の R. mucuronata の胎生種子が現

地における輸送速度が大きく異なる．今後の潟口部

の適切な管理のためには，塩分濃度の変化に対する

マングローブ群落の応答性について，胎生種子の分

散能力の観点も含めた研究が必要である．生態学的

観点だけでなく，環境工学的な観点からも，胎生種

子輸送速度に関する研究が有効である． 
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